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【「岩手の畜産」は、バックナンバーも含め協会のホームページでご覧いただけます。】

有限会社総合農舎山形村　　　
専務取締役　川　村　　周

   　　　　日本短角種における産地の現状と今後の取り組みについて
―久慈市山形町における短角牛―

　岩手県が発祥地である日本短角種（以下、短角
牛）の飼養頭数は、2013年度の約4,100頭（全国シェ
ア1位）が、現在では3,000頭を下回っております。
また、主要産地である久慈市山形町においても肥
育出荷頭数の減少に歯止めがかからず、現
在年間約220頭の出荷となっており、2013
年度の出荷頭数約430頭から、この10年間
で約50％も減少しております。
　減少の主な要因は、飲食店などの取引先
からの需要が落ち込んだことによるもので
す。特に新型コロナウイルス感染症の感染
が拡大した当初は、生産基盤を継続するた
めの飼養頭数を産地として維持できない不
安等から肥育生産者は厳しい状況に陥るの
ではないかと危惧しておりました。
　さらに新型コロナウイルス感染症拡大前
からの積年の課題である生産者の高齢化、
後継者不足、設備の老朽化からの肥育農家
の減少にも歯止めがかからない状況であり、
産地として負のスパイラルに陥り継続維持
が困難な状況が目の前に迫っておりました。
　しかし、新型コロナウイルス感染症が拡
大した当初は需要が落ち込んだものの、2～3か
月後には以前の需要に戻り、現在は需要に対して
供給が不足している状態です。
　これは、これまで新岩手農業協同組合、久慈市、
岩手県を中心とした各関係機関、団体と長年にわ

たり取り組んできた短角牛の認知度向上における
価値提案型の販売戦略の功績によるものと考えて
おります。また、岩手県北の豊かな土壌や気候の
中で育まれた短角牛のこれまでの歴史的背景や伝

統文化は他の産地にはない価値であり、こ
れからも他の産地では得られない貴重な財
産であります。
　久慈市山形町の産地においては、生産者
が中心となり長年にわたって国産飼料にこ
だわった安心安全で美味しい短角牛の生産
努力を積み重ねて参りました。この間、食
に対する意識の高いシェフや飲食店から評
価されてきたこと、並びに相互の信頼関係
を構築してきたことが需要の増加に繋がっ
ており、これからも産地の歴史的背景、文
化、生産者の想いに共感し、持続的な関係
性を構築していける付加価値提案型の販売
戦略を継続すべきであると考えております。
　一方で、夏山冬里方式により飼育される
短角牛は個体差が大きく、主な要因である
出荷月齢、血統、給餌飼料による個体差は
全てを改善することが難しく、産地への共

感やこれまで信頼関係を構築してきたシェフ並び
に飲食店から、取引時にご理解いただいておりま
すが、今後あらたな販路開拓を実施するうえで、
個体差をあえて付加価値として若齢肥育、月齢を
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第66回岩手県畜産共進会 
（ホルスタイン種の部、日本
短角種の部、馬の部）開催

　当協会主催の第66回岩手県畜産共進会が、7月
27日の黒毛和種の部に次いで、9月1日にホルス

タイン種の部、9月2日に日本短角種の部、そし
て9月8日に馬の部がそれぞれ開催されました。
　特に、ホルスタイン種の部は終日降雨にも関わ
らず、3年ぶりの開催ということもあり、多くの
出品牛や生産者が一堂に会し、大いに熱気を感じ
た大会となりました。
　各部門の審査の結果、名誉賞は次のとおりです。

◇ホルスタイン種の部（9月1日、JA全農いわて中央家畜市場）
　・名誉賞
　　未経産牛の部

　　経産牛の部

◇日本短角種の部（9月2日、JA全農いわて中央家畜市場）
　・名誉賞
　　個体の部

部 別 出品番号 名　　号 生年月日 住　所 氏　名
第5部 501 グローバル サイドキツク マリソール R2.12.1 葛巻町江刈 松浦　陽治

部 別 出品番号 名　号 生年月日 住　　所 氏　名
第3部 23 はな H27.2.25 岩泉町釜津田 畠山　利勝

部 別 出品番号 名　　号 生年月日 住　所 氏　　名
第8部 807 コイワイ モントーヤ キヤピタル G ブラツクローズ H31.1.10 雫石町丸谷地 小岩井農牧㈱小岩井農場

重ねた短角牛、それぞれの特徴や季節による旬の
ある価値提案を実施したいと思っております。
　そのためには給餌マニュアルの改定は必須です。
　このことにより小規模農家が中心である久慈市
山形町の産地においては、全体の肉質基準の向上
にも繋がり、これまで長年にわたり短角牛生産を生
業としてきた生産者の貴重な技術、経験を次世代
の生産者へ引き継ぐ大きな財産となり得るからです。
　さらに給餌マニュアル改定時には若齢肥育から
36か月齢までの間に出荷される短角牛の肥育ス
テージ毎に子牛時期からの給餌飼料の配合比や重
量基準を設け、また、シェフの方々からの肉質評
価も考慮し給餌マニュアルに反映させるなど、継
続的なブラッシュアップが必須であり、これらを
基に短角牛独自の格付け評価を策定すべきである
と考えています。
　なぜなら、脂肪交雑を主とした現在の格付評価
の基準では脂肪交雑が入り難い赤身肉の短角牛で
は肉質等級は殆どが2等級と格付けされ、一般的
な市場においては出荷しても経営的に採算がとれ

る状況ではないためです。
　生産者の経営基盤の安定こそが、冒頭にある積
年の課題の中で最優先にて取り組むべき喫緊の課
題です。持続可能な生産体制を構築するために
は、肉用牛の中で全国シェア率が0.1％にも満た
ない短角牛の希少価値、歴史的背景を全面に押し
出した価値提案型の販売戦略を実践し、その恩恵
を生産者や産地に還元しなければ本質的な改善に
は繋がらないと考えています。
　先程申し上げた新たな短角牛の価値提案を続け
ていくことにより、安定的かつ継続的な生産体制
を維持し、短角牛の文化を守ることに繋げていき
たいと思っております。先人の生産者や現在の生
産者の方々が、1991年の牛肉輸入自由化、2001年
のBSE国内発生、2011年の東日本大震災による
風評被害などを乗り越え、これまで守り続けてき
た短角牛の産地を食の意識の高い消費者、シェフ
と共感しつつ、その時代にあわせて進化、成長を
続けていくことが我々の使命であると確固たる意
識をもち短角振興に臨むべきと考えています。
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　　牧野牛群の部

◇馬の部（9月8日、馬っこパーク・いわて）
　・名誉賞

類 別 出品番号 名　号 生年月日 住　　所 氏　名

第2類 203 日本輓系種
フジヒメ H30.4.15 滝沢市篠木 斉藤　喜征

部 別 出品番号 名　号 生年月日 住　　所 氏　名

第4部 2
28 たかかぜ H29.3.2 岩泉町大川 佐藤　　崇 
29 いしかぜ H29.2.21 岩泉町大川 佐藤　安美
30 ひめこ H28.3.23 岩泉町大川 佐藤　勝男

第12回全国和牛能力共進会
岩手県出品者等現地激励会開催

　令和4年10月7日、鹿児島県霧島市「霧島観光
ホテル」において、第12回全国和牛能力共進会岩
手県協賛会（会長・小野寺敬作一般社団法人岩手
県畜産協会会長）主催による岩手県出品者等現地
激励会が、開催されました。

　冒頭の会長挨拶要旨は次の
とおり。「3 日に鹿児島県入
りしてから本日で5日目。岩
手県から約2,000㎞と遠距離
の中での牛や人の移動で、さ
ぞかし大変だったことと思
う。また、この間、いつもと
は違う環境での牛の管理に加

え、県代表というプレッシャーを感じながら、心
身ともに疲れが出始めていることと推察する。昨
日の特別区審査に参加された水沢農業高校の皆様
には、貴重な経験をされ、それを今後の本県和牛
発展に活かしていただきたい。また、本日の和牛
審査競技会に参加された久保田様、猪苗代様に

は、大変お疲れ様でした。本
日からは、正規の審査も始ま
り、既に４つの出品区で第一
段階の審査が行われており、
明日・明後日と続いていく
が、決して臆することなく、
岩手県代表として胸を張り、
自信を持って、審査に臨んで

ほしい。」
　続けて、出品者代表の岩渕孝幸団長から、「チー

挨拶する小野寺協賛会長

決意表明する岩渕団長

第12回全国和牛能力共進会岩手県代表牛成績一覧
１ 種牛の部

出品区 名号 住　所 出　品　者 成　績 全体順位
第１区（若雄の部）百 合 光 住田町 種山畜産研究室 優等賞３席 ３位
第２区（若雌の１）ゆ り ぐ も 岩泉町 佐々木　和時美 優等賞９席 ９位
第３区（若雌の２）あ さ ひ 久慈市 栃　本　　　昇 優等賞13席 13位

第４区
（繁殖雌牛群）

やまねてんのう 岩泉町 工　藤　ミ　ヱ
優等賞９席 ９位や よ い 宮古市 高　田　泰　義

ゆ き ひ め 花巻市 髙　橋　政　吉

第５区
（高等登録群）

み な み
岩泉町 工　藤　ミ　ヱ 優等賞６席 ６位あきつねぐも

あきゆりぐも

第６区
（総合評価群）

ゆ い の ひ さ 金ケ崎町 髙　橋　浩　司

１等賞１席 （種牛群）
４位

ゆ い む す び 奥州市 岩　渕　孝　幸
み ろ く 奥州市 渡　辺　　　功
ゆ い 奥州市 菊地和明（善明）

2 肉牛の部
出品区 名号 住所 出　品　者 成　績 全体順位

第６区
（総合評価群）

諒 乃 宝 奥州市 高　橋　清　文

１等賞１席（肉牛群）
15位

衣 川 １ ４ ８ 奥州市 （農）熊 谷 畜 産

結 乃 秀 奥州市 （株）たかはし
農（牧）場

第７区
（脂肪の質評価群）

藤 勝 久 雫石町 坂　井　尚　樹
優等賞13席 13位黒 虎 山 北上市（株）西部開発農産

佑 哉 一関市 千　葉　　　大
第８区

（去勢肥育牛個体）暁 剛 紫波町 （株）畠 山 畜 産 １等賞 30位

3 特別区
出品区 名号 住　所 出　品　者 成　績 全体順位

高校・農業大
学校対象 みずのうれいか 奥州市 県立水沢農業

高等学校 優等賞３席 ３位

4 審査競技会
区　別 住　所 出　品　者 成　績

女性・後継者の部 花　巻　市 久保田　若　菜 入賞外
高校生の部 県立水沢農業高等学校 猪苗代　大　智 入賞外 
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●動物用医薬品販売の全国ネットワークを駆使し、
あらゆる動物の健康維持に貢献します。

動物の健康は人の健康につながる

本社：北海道北広島市大曲工業団地6-2-13　盛岡支店：TEL 019（638）3291

動物用医薬品・畜産用資材・器材・医療機器・医薬品

１　取組の背景
　普及員等指導員は、対象者（農家）に現状や取
組の効果を上手に伝えるスキルが求められる。近
年、その効果的な手法として、ICT等の新技術が
着目されている。
　従来の調査や説明手段、例えば、飼料用トウモ
ロコシ圃場のクマ食害調査では、圃場内部の様子
がうかがえないため、被害規模の把握ができず、
対象者が具体的な損失をイメージできずにいた。
　こういった場面においては、新技術を活用し「見
える化」することで具体的イメージを明確に、し
かも比較的簡単に伝えることが可能となる。
　奥州農業改良普及センターでは「わかりやすく
伝える普及指導活動」として、⑴ドローンによる
牧草地や飼料用トウモロコシ圃場の空撮及びAI
画像解析による植生・被害の見える化、⑵サーモ
カメラによる牛舎の暑熱対策効果の見える化に取
り組んだ。
２　取組内容
⑴ 　ドローンによる空撮及びAI画像解析による

植生・被害の見える化
　空撮にはDJI社の「MAVIC AIR」を使用し
た。価格は10万円程度と農家でも購入しやす
く、5～6haを約10分で撮影可能なものである。
　AI画像解析にはフリーソフト「Image J Fiji」
を使用した。画像内の一部を選択、分類して

AIにパターン学習させることで、画像全体を
分類させる（図１）。

　これらを組み合わせることで、草地の植生や
飼料用トウモロコシ圃場におけるクマ食害を「見
える化」した。

⑵ 　サーモカメラによる牛舎の暑熱対策効果の見
える化
　サーモカメラはTeledyne FLIR社の「FLIR 
ONE Pro」を使用した。タブレット等に接続
して使用し、広範囲の表面温度を非接触で「見
える化」できるものである。これを用い、牛舎
屋根材等の断熱効果を「見える化」した。

３　取組成果
⑴ 　ドローンによる空撮及びAI画像解析による

植生・被害の見える化
　図2 - 1は公共牧野の草地の植生を令和2年10
月に撮影し、画像をAI解析したものである。
ここでは、広葉雑草が32.4％を占めていたため、

令和３年度岩手県獣医畜産業績発表会

岩手県畜産技術連盟賞受賞（畜産部門）

「見える化」によりわかる、広がる効果的な普及活動
奥州農業改良普及センター　経営指導課　農業普及員　羽　田　雅　紀　

図１ AI解析による草地の植生診断手法（白：牧草、黒：広葉雑草）

ム岩手として、日本一を目指し、一段と気を引き
締めて頑張ろう。」と決意が述べられました。
　締めくくりに、県南和牛育種組合の後藤元夫組
合長（ＪＡ岩手ふるさと経営管理委員会会長）の
かけ声で、参加者全員が「ガンバロー」を三唱し、
決意を新たにしました。
　なお、第12回全国和牛能力共進会岩手県代表牛
の成績は表のとおり。

出
品
者
及
び
審
査
競
技
会
出
場
者
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プレミックス工場 0198－26－4726 ㈹　家畜衛生食品検査センター 0198－26－5375 ㈹　大館(営),横手(営),青森(営),古川(営),山形(営),酒田(出),福島(営),旭川(営),札幌(営),帯広(営),釧路(出)

農畜産物の「安心・安全」を未来につなぐ ＜動物用医薬品･ワクチン･プレミックス･器具機材＞
本　社　〒025-0311花巻市卸町66番地　TEL 0198-26-4151㈹
　花　　巻(営） 0198－26－4700 ㈹　  八　戸(営） 0178－34－2284 ㈹
　大 船 渡(営） 0192－26－4740 ㈹　

翌年春に除草剤の散布を指導した。図2 - 2は
同圃場を1年後に撮影した解析画像であり、除
草剤散布により広葉雑草の占有率が大きく減少
したことがわかる（32.4％⇒0.5％）。

　牧野管理者は、自らが実施した除草剤散布の
効果を確認でき、草地管理改善意欲が向上し、
計画的な草地更新に取り組む動きへと繋がった。
　飼料用トウモロコシ圃場におけるクマ食害調
査では、従来、被害規模は外周等からの踏査に
より達観でしか把握できなかった。しかし、空
撮とAI画像解析により被害圃場の全貌把握や
具体的な被害率の推定が可能となり（図3）、

この圃場では全面積の43.7％が被害を受けたこ
とがわかった。この被害率を基に、収量を
6,500kg/10a、生産原価を13円/kgと仮定して被
害額を試算したところ、約85万円となった。こ

のように被害を具体的に示し、同時に金額とし
て「見える化」することで説得力を高め、農家
の改善意欲向上に繋げた。

⑵ 　サーモカメラによる牛舎の暑熱対策効果の見
える化
　図4は、屋根断熱材を施工中の牛舎の屋根裏
を撮影したもので、左が通常のカメラで、右が
同部分をサーモカメラで撮影した画像である。
各画像の左半分は屋根断熱材未施工、右半分は
施工済で、サーモカメラ画像では右半分の表面
温度が左半分より5℃低下していることが明確
にわかり、断熱効果を「見える化」した説得力
のあるデータとなった。この事例では、当該農
家がサーモカメラ画像をSNSで仲間へ拡散し、
屋根断熱材の施工を希望する農家が増加するな
ど、地域への迅速な広がりが見られた。情報を
視覚的にまとめ、提示することは説得力を高め、
波及時間を短縮する効果があり、普及指導活動
において大きな強みと考えられる。

４　まとめ
　本取組による「見える化」は効果測定や数的把
握が従来よりも容易に可能であり、普及員にとっ
て強みとなることがわかった。今後も技術の有効
性や改善の必要性を「見える化」し、農家の改善
意欲を向上させ、迅速に農家や地域を動かす普及
指導活動に努めていく。

図２ AI解析による草地の植生診断及び雑草防除効果測定（白：牧草、黒：広葉雑草）

図4　屋根断熱材の効果測定

図3　クマ食害の「見える化」（白：被害なし、黒：クマ食害）

日本短角種振興協議会 
第37回通常総会開催

　北東北三県と北海道の生産者団体等で構成する
日本短角種振興協議会（会長・遠藤譲一久慈市長）
の第37回通常総会が令和4年8月29日盛岡市内で

開催されました。
　冒頭の遠藤会長挨拶要旨は
次のとおり。「我々地域の宝
である日本短角種は、平成3
年の牛肉輸入自由化を境に、
経営環境は厳しさを増し、自
然味あふれる“ヘルシーな赤
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創業110年品質第一手造りの店

岩手県指定店 塩 釜 馬具店
盛岡市大沢川原２丁目２の32　ＴＥＬ019-622-5393 (労働福祉会館隣)

｝　　　　　馬・乳牛　用頭絡手綱・馬衣・乳牛用新型牛衣・
　　　　　肉牛　　　肉牛用牛衣
●普通乗鞍・ウエスタン鞍・ポニー用鞍等乗馬具・輓馬具一式・畜犬具　
●電気工事用革ケース・カバン・ズック製袋カバン・リュックサックバンド・安全帯
●せんてい鋏ケース他造園工具ケース類　●その他特別御注文のカバン等承って居ります

●共進会用 ●牛馬手入用毛ブラシ
　・根ブラシ・金ぐし

•••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••

　10月2日（日）、盛岡競馬場において、東北6県
畜産8団体合同（※）による畜産フェアが開催され
ました。

身肉”という高い評価を得てはいるものの、残念
なことに飼養戸数・頭数ともに減少の一途をた
どっている。この様な状況を踏まえ、各地域では
多くの取り組みが行われているが、なかなか現状
を好転させる状況までには至っていない。こうし
た中、当協議会では日本短角種の振興を図るため、
北海道及び北東北3県の短角産地関係者を会員と
し、互いの情報共有や国への施策提案等を行って
きたが、先ほど申し上げた背景等を踏まえ、当協
議会の果たす役割は、今後、益々重要になってく

2022LIAJ和牛講演会開催

　（一社）家畜改良事業団（富田育稔理事長）主催
の2022LIAJ和牛講演会が、8月30日に盛岡市繋で
開催されました。

　冒頭の理事長挨拶要旨は次
のとおり。「和牛は我が国固
有の資源であり、地域農業の
基幹的作目でもある。国の輸
出戦略の柱となっており2030
年には輸出額3,600億円を目
標としており、生産拡大が期
待されている。しかし、所得

向上につながらなければ生産拡大はできず、和牛
改良は重要な課題となっている。脂肪交雑とか枝
肉重量の改良は大変進んだが、枝肉市場でA5等
級が5割を超える状況になってくると、今後、皆
様が求める形質が何か、流通現場で求められる形
質がどういうものかを検討し始める必要があると
考えている。鹿児島全共で何か新しいヒントが出
るかも知れないが、それに先立って、本日の和牛
講演会において新しい改良の方向性が見えてくる
のではないかと期待している。」

　その後の講演は二題。最初
の家畜改良事業団改良部の黒
木一仁部長による、「種雄牛
の生時体重ゲノミック評価に
ついて」と題した講演では、
生時体重は枝肉重量との強い
遺伝相関があり、更に過大産
子による難産回避のために

「生時体重ゲノミック育種価」を新たに公表した
ことと、その評価値の利用について話題とされま
した。

　また、次の講演では、和牛
技術コンサルタントであり、
家畜改良事業団の小野健一事
業部相談役が「全国の和牛種
雄牛の情勢と鹿児島全共につ
いて」と題し、全国の和牛繁
殖用種雄牛の動向を番付表に
例えて、上位に位置付けされ

た種雄牛名の中からそれぞれの特徴（種止まりや
性格等）と、肥育した場合の増体量や肉質等級等
について話されました。
　3年ぶりということもあって、会場には300人
を超える聴講者が出席し、熱心に耳を傾けていま
した。

挨拶する富田理事長

黒木一仁講師

小野健一講師

ると考える。会員各位の一層のご理解、ご協力を
お願いする。」
　総会では、令和3年度事業報告及び収支決算、
令和4年度事業計画及び収支予算等が原案どおり
承認されました。令和4年度事業計画では、研修
会・情報交換会及び活動検討会の開催案等につい
て承認されました。
　また、任期満了に伴う役員の選定では、新理事
2名を含む理事8名、監事2名が選定され、会長
には遠藤譲一久慈市長が再選されました。

　この畜産フェアは、地方競馬の活性化を支援す
るとともに、参加各県の畜産に対する理解促進を
図ることを目的としたものです。
　当日は、第35回ダービーグランプリが開催され
ることもあり、入場者数は3,421人を数えました。
　入場門が開く午前11時前には、競馬ファンが長

畜産フェア開催畜産フェア開催
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小ロットのオンデマンド印刷から
大量商業印刷まで 岩手県盛岡市鉈屋町15ｰ4　TEL(019)624ｰ1374 FAX(019)623ｰ6719

E-mail:mail@komatsu-gp.com　URL:http://www.komatsu-gp.com各種印刷・ドキュメント処理・アンケート調査支援
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乳用牛群検定情報乳用牛群検定情報 ⑵⑵
一般社団法人家畜改良事業団一般社団法人家畜改良事業団

が少なくなってきており、北
海道の馬市場でも上場頭数が
前年の半分以下だったと聞い
ている。今日の市場もどのく
らい馬が集まるか心配した
が、約90頭の上場予定となっ
た。高値で落札されることを
願っています。」

　市場には、欠場馬がありましたが日本輓系種、
ブルトン種、ポニーなど計78頭の上場がありまし
た。県内外から多数の購買者が参加し手競りが行
われ、落札最高額は、滝沢市・大坪昇さん上場の

「昇馬姫154」（日本輓系種、芦毛、雌）で、165万
円（税抜）でした。
　午前中小雨模様でしたが、会場には土曜日の開
催ということもあって、八戸方面からの家族連れ
なども見られ、写真を撮るなど馬市場の雰囲気を
楽しんでいるようでした。

第73回軽米農用馬匹市場・秋市場開催

　令和4年10月8日（土）、九戸畜産農業協同組合
（以下「九戸畜協」という。久慈匡弘代表理事組
合長）主催の第73回軽米農用馬匹市場・秋市場が、
軽米家畜市場において開催されました。
　この農用馬匹市場・秋市場は、一昨年迄、盛岡
畜産農業協同組合（以下「盛岡畜協」という。佐々
木勲代表理事組合長）が主催してきた馬匹市場を、
農用馬の生産減少等により、盛岡畜協主催での市
場開催を中止し、九戸畜協主催の馬市場として秋
に開催することになったもので、九戸畜協主催と
しては2回目の開催となり、秋の風物詩となりつ
つあります。
　セリ開始前に行われた開会式での久慈組合長の
主催者挨拶要旨は次のとおり。「全国的に農用馬

蛇の列をなし、開場と同時に、入場者は、畜産フェ
アのスタッフから、6県の畜産物加工品プレゼン
ト引換券を受け取って、場内馬券売り場に向かっ
て行きました。1,265枚用意された引換券は、開
場から25分ほどで配布終了となりました。
　新型コロナウイルス感染症の新規感染者が岩手
県も含めて全国的に減少傾向にあり、競馬場に本
来の日常が戻ってきたことを実感させるものでし
た。競馬を満喫し、家族連れでプレゼントを受け
取って帰っていく観客の笑顔を眼にして、このま
ま新型コロナが収束に向かい、地方競馬の更なる
活性化につながればとの想いを強くしました。
　なお、地方競馬の売り上げの一部は、畜産農家
の経営改善、後継者の育成、家畜の感染予防等、
畜産の振興にも役立てられています。

※ 　6県畜産8団体：一般社団法人岩手県畜産協
会、一般社団法人青森県畜産協会、青森県馬事
畜産振興協議会、秋田県馬事畜産振興協議会、
一般社団法人宮城県畜産協会、宮城県地域畜産
振興対策協議会、福島県馬事畜産振興協議会、
山形県馬事畜産振興協議会

主催者挨拶する久慈組合長

分娩間隔
　分娩間隔は、昔から一年一産と言われていますが、

牛群平均で達成している農家は稀です。分娩間隔
の改善のポイントを牛群検定からみてみましょう。
　北海道と都府県の分娩間隔の度数分布（日数ご
との頭数）を図に示しました。図中の平均値では、
北海道422日、都府県443日と、その差は21日と丁
度一周期の差があり、北海道の方が良い傾向とな
ります。しかしながら、図中の最頻値（最も多く
の牛が該当した日数）は、365日よりも短い、北
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中央オリオン株式会社 岩手営業所　滝沢市穴口203番地13 TEL019‒641‒4545
給飼を変える⬆
経営が変わる

給飼管理・繁殖管理・育成管理・環境管理・飼養管理
　　　　　　オリオングループはお客様と共に未来を創造して参ります

畜 産 の 研 究（139）

乾物収量に優れた飼料用トウ
モロコシ極早生品種、早生品種

１　背景と目的
　飼料用トウモロコシは栄養収量が高く飼料自給
率を向上するうえで重要な作目ですが、近年、台
風の襲来で飼料用トウモロコシが倒伏する被害が
散発しており、リスク分散のため収穫適期の幅を
広げることが必要とされています。

　そこで、飼料用トウモロコシの極早生と早生品
種のうち、高収量で安定栽培を可能とする岩手県
に適した品種を選定することを目的として品種比
較試験を実施しました。
２　方法
　供試品種は、極早生、早生ともに飼料作物等高
能力新品種選定会議などの情報を基に、優良と思し
き6品種ずつを選定し、当所の慣行肥培管理に準じ
て令和元年～令和3年度にかけて試験を実施しました。
　なお、調査項目は「飼料作物系統適応性検定試
験実施要領」に拠って実施し、収量性、耐倒伏性、

海道が358日、都府県が357日となっています。
　同じ考え方で、岩手県内の分娩間隔を見てみる
と、441日と都府県平均より良い傾向
が見て取れます。また、最頻値では
365日で丁度1年となっています。平
均では441日と一年一産を達成出来て
いないにもかかわらず、一年一産を達
成している牛が一番多いとはどういう
ことでしょうか？
　分娩間隔という情報は、図で言えば
このように右側に裾の長い度数分布と
なり、分娩間隔が500日600日と長期と
なる牛が平均値を引き上げる傾向があ
ります。このことから岩手県で言え
ば、一年一産を達成している牛が沢山
いても、平均では441日という結果を
招いています。逆に言えば、分娩間隔
の牛群平均を短縮するには、受胎率や
飼養管理の改善だけでなく、分娩間隔
が極端に長い牛にならないように早め
の治療等の対応を行うことも必要であ
ることを示しています。
　検定成績表には分娩間隔「455日以
上」という欄を設けています。ここに
記された値は、もっと早く対処を行わ
ないといけなかった「要改善」を意味
しています。
　※なお、図中の中央値とは、頭数を
半分に分ける分娩間隔の日数のことで
す。岩手県で具体例であげます。岩手
県の図は9,998頭の検定牛を調査した

ものですが、半数にあたる4,999頭が分娩間隔の
中央値417日以下で順調であることを示します。

乳乳用用牛牛群群検検定定ででのの分分娩娩間間隔隔のの度度数数分分布布  

最頻値: 365

中央値: 417

平均値: 441
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岩岩手手県県
年度 件数 平均 最頻値 中央値
22年 10,666 440 374 414
23年 10,195 446 365 420
24年 10,311 447 375 421
25年 10,660 451 366 424
26年 9,475 445 402 420
27年 10,026 446 375 421
28年 10,057 443 343 418
29年 9,762 448 379 423
30年 9,846 448 360 423
31年 9,769 446 374 420
02年 9,851 445 376 420
03年 9,998 441 365 417
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平均値: 443
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都都府府県県
年度 件数 平均 最頻値 中央値
22年 121,012 444 368 415
23年 114,863 449 365 420
24年 115,759 446 360 416
25年 117,970 446 366 418
26年 113,260 446 365 418
27年 112,342 443 365 416
28年 111,101 444 357 417
29年 108,178 448 358 419
30年 106,461 448 362 419
元年 103,723 448 359 420
02年 102,512 446 364 417
03年 104,274 443 357 414

最頻値: 358

中央値: 399

平均値: 422
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北北海海道道
年度 件数 平均 最頻値 中央値
22年 243,374 428 356 404
23年 237,878 432 363 409
24年 236,549 430 361 406
25年 234,145 432 364 408
26年 229,828 429 359 405
27年 229,966 427 350 404
28年 230,728 426 359 403
29年 230,157 426 357 402
30年 230,400 426 360 401
元年 236,965 425 354 402
02年 239,046 425 357 401
03年 241,531 422 358 399
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お届けします！　一歩すすんだ安全・安心

JA全農北日本くみあい飼料(株) 北東北支店 《牛の飼料は､すべて専用工場
・専用工程で製造し､専用車で
　生産者の皆様にお届けいたします｡》

〒020-0891
岩手県紫波郡矢巾町流通センター南２丁目５番２号
TEL 019-638-7910 FAX019-638-7920

家畜の保健衛生（144）

牛のヨーネ病の導入牛検査を
受けましょう

　牛のヨーネ病は、ヨーネ菌（Mycobacterium 
paratuberculosis）の感染によって、成牛が慢性の
下痢を起こす病気です。本病に感染した牛は、最
初は間欠的に、病気が進行するにつれて持続的に
下痢をするようになり、最終的には衰弱して死に
至ります。本病は、一度発病すると治療法がない
ことから、「家畜伝染病予防法」で「家畜伝染病」
に指定されており、患畜となった牛は、同法に基
づき殺処分することが義務付けられています。ま
た、発生農場では一定期間（最短で3年間）農場飼
養牛の全頭検査を実施することとなり、発生から
最短で3か月間は市場出荷の自粛を求められるな
ど、経済的にも大きな影響を受けることとなります。
　本病の対策として、①他の農場から感染牛を持
ち込まないこと、②早期に感染牛を見つける事が
重要です。特に①の他農場からの持ち込み防止は

重要で、これまでも県外からの導入や県外の育成
農場から帰場した預託牛に由来する本病発生は多
く、ほぼ毎年確認されています（表）。

　県外導入牛
等の検査は、
糞便からヨー
ネ菌の遺伝子
を検出する方
法で実施して
います。この
方法のメリッ
トは糞便中に
排泄されてい

るヨーネ菌の量が確認できることで、患畜となる
以前のわずかな排菌も検出することができます。
このようなわずかな菌量を排泄している牛（定性
陽性牛）は、放置すると病状が進み、患畜となり
多量に排菌して農場を汚染するため、早期に発見
して適切に対処する必要があります。具体的に
は、①他県から牛を導入した際には一定期間、他
の飼養牛と同居させず、隔離して経過観察するこ

＜表：県外導入牛の検査状況＞
検査頭数
（頭）

患畜頭数
（頭）

定性陽性牛
頭数（頭）

平成26年度 1,103 1 0
平成27年度 912 2 1
平成28年度 947 1 4
平成29年度 1,262 1 10
平成30年度 1,094 2 4
令和元年度 1,024 2 5
令和２年度 889 1 11
令和３年度 706 0 2

耐病性などについて点数化し評価しま
した。
３　結果
　極早生品種では、「P8025」、「ベロー
ナ」の収量が優れ（表 1）、県の「サ
イレージ用とうもろこしの総合評価
法」で A 評価でした（表 2）。2 年連
続A評価であり、県の推奨品種候補
としました。
　早生品種では、「34N84」、「P1204」
の収量が優れ（表 3）、総合評価でA
評価となりました（表4）。両品種は
令和 2 年度の予備調査でもA評価で
あったため、同じく県の推奨品種候補
としています。
　なお、極早生品種の「P8025」と「ベ
ロ ー ナ」、早 生 品 種 の「34N84」と

「P1204」は、品種特性の紹介動画を近
日中に岩手農業研究センターのWEB
サイト上で公開予定です。来年の作付
けの参考にして頂ければ幸いです。

表１　【極早生】収穫調査結果

品種名
生草 乾物 TDN

雌穂
㎏/10a

総量
㎏/10a

雌穂
㎏/10a

総量
㎏/10a

雌穂率
％

生産速度
㎏/10a/日

収量
㎏/10a

生産速度
㎏/10a/日

P8025 1693 5669 920 1647 55.9 18.3 1205 13.4
ベローナ 1742 5961 887 1666 53.2 18.5 1207 13.4
他品種平均 1718 5446 906 1622 52.8 18.1 1194 13.3

表３　【早生】収穫調査結果

品種名
生草 乾物 TDN

雌穂
㎏/10a

総量
㎏/10a

雌穂
㎏/10a

総量
㎏/10a

雌穂率
％

生産速度
㎏/10a/日

収量
㎏/10a

生産速度
㎏/10a/日

34N84 2166 6945 1111 2021 55.1 18.5 1474 13.5
P1204 2054 7130 1064 2000 53.3 18.3 1449 13.3
標準品種 1970 7205 1021 1915 53.4 17.5 1388 12.7

表２　【極早生】サイレージ用とうもろこしの総合評価（点）
品種 乾物

収量
乾物生産

速度
TDN
収量

TDN
生産速度

耐倒
伏性 すす紋 ごま葉 黒穂 根腐 紋枯 委縮 合計 評価

P8025 15 15 15 15 5 3 3 5 10 3 5 95 A
ベローナ 15 15 12 15 4 3 3 5 10 5 5 92 A
他品種平均 11 11 11 11 5 3 3 5 9 5 5 79 −

表４　【早生】サイレージ用とうもろこしの総合評価（点）
品種 乾物

収量
乾物生産

速度
TDN
収量

TDN
生産速度

耐倒
伏性 すす紋 ごま葉 黒穂 根腐 紋枯 委縮 合計 評価

34N84 15 15 15 15 5 4 3 5 10 1 5 93 A
P1204 15 15 15 15 5 4 3 5 10 4 5 96 A
標準品種 15 15 15 15 3 3 3 5 10 3 5 92 −
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（公社）中央畜産会 経営支援部（情報） TEL03-6206-0846

◀スマートフォンからはこちら

◀パソコンからはこちらで検索６６
畜産現場の“今”を30分の番組にしました !
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください !
配信中の内容：国産原料100％の飼料で黒毛和牛を肥育する農家に
　　　　　　　密着！／シリーズ 令和の畜産危機にさせないために
　　　　　　　／放牧で飼料代・燃料代を抑えた酪農経営／他

山中 涼
す ず ほ

穂 さん 
・株式会社山中牧場（代表取締役山中博喜、岩手町大坊）の長女

【涼穂さんからの一言】学校の寮から当番制で搾乳作業（経産牛100頭）を実習中。
来春の卒業後は美瑛町の酪農家に就職予定。2～3年の実習経験を積んだ後、㈱山
中牧場に就職し、弟と一緒に山中牧場を盛り上げていきたい。

下谷地 颯
そうすけ

佑 くん 
・下谷地勉（洋野町帯島）さんの長男

【颯佑くんからの一言】牛が好きなので、休みの日は牛舎掃除や餌を一輪車で運ん
で手伝っている。大きくなったら、お父さんと一緒に牛を飼いたい。

向河原 大
や ま と

和 くん 
・�葛巻町の非農家の長男。牛が好きで町内の牧場で牛の世話をしたり、積極的に共
進会で牛を引いてきた。
・�将来は葛巻町で酪農経営を行いたいという夢を持ち、そのため盛農に入学し酪農
を勉強している。
�【大和くんからの一言】高校卒業後は、葛巻町内の牧場で実習しながら、盛岡農業
高校特別専攻科（2年）で酪農をもっと勉強し、いつかは家族経営で行う牧場を持
つのが夢です。

（�17歳、北海道江別市酪農学園大学付属とわの森三愛高等学校
アグリエイト科機農コース酪農専攻3年）

（8歳、洋野町立帯島小学校2年生）

（17歳、岩手県立盛岡農業高等学校動物科学科2年）

■令和4年8月20日・第51回岩中酪ホルスタインジュニアショウ

■令和4年9月10日・第65回洋野町・新岩手ホルスタインショウ

■令和4年9月1日・第66回岩手県畜産共進会ホルスタイン種の部

第51回岩中酪ホルスタインジュニアショウ結果
区分 クラス 出品番号 名　　　　号 出品者名
名誉賞 第３部 ３０１号 モリノウ　ライフ　ゴーズ　オン 盛岡農業高等学校
準名誉賞 第２部 ２０４号 チエリーランド　レイジヤー　マツカチエン 佐々木　総　隆

第65回洋野町・新岩手ホルスタインショウ結果
区　　　分 クラス 出品番号 名　　　　号 出品者名

ジュニアグランドチャンピオン 第4部 403号 エービーシー　アンナエコー　マスコツト 久慈市・大芦　博之
シニアグランドチャンピオン 第8部 805号 アイベリー　ロクシー　ゴールド 洋野町・堤内　宙

芽 吹 き コ ー ナ ー

と、②速やかに導入牛の検査を実施し、陰性を確
認することが重要です。なお、隔離期間中の導入
牛で本病の患畜が摘発された場合には、その牛の
みの殺処分となり、前述の農場飼養牛の定期的全
頭検査や出荷自粛等はありません。

　本病は、発生すると清浄化まで数年を要し、そ
の間の出荷自粛や定期的な検査の実施等、農場に
かかる負担は大きいです。「隔離」、「導入牛の検
査」そして、「下痢を反復する牛」の検査を徹底
するようお願いします。
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　　 報情 （93）産畜 術技

お詫びと訂正
　岩手の畜産第574号（令和４年９月１日発行）３ページ［☆第12回全国和牛能力共進会岩手県代表牛は次のとおり］に掲載した、
肉牛の部第７区の名号「博」は「佑哉」の誤りでした。
　また、審査競技会高校生の部の氏名「猪苗代大地」様は、正しくは「猪苗代大智」様となります。
　お詫びして訂正させていただきます。

１　子牛の飼養管理
　子牛は、その体重に比べて表面積が大きいため熱が奪われやすく、体脂肪の蓄積が少なく、ルーメンで
の飼料の発酵熱が少ないため、寒さに弱いという特徴があります。乳用子牛では、生後3週齢までは気温
が15℃以下で、3週齢以降の子牛では5℃以下で寒冷ストレスを受けるとされています。牛体に風が当た
る環境、牛体が濡れた状態であれば、5℃より高い気温でも寒さの影響が強く現れます。
⑴　防寒対策
　ア�　シートやコンパネ等を用いて、子牛の飼養場所のすき間風を防

ぎます。
　イ�　子牛の休息場所に牛床マットを設置することや休息場所の敷料

を厚めに敷くことで、床からの冷えの伝わりを防ぎます。また、
敷料はこまめに交換し、牛体の濡れを防ぎます。腹部の毛の伸び
が目立つようであれば、腹が冷えていると思われるので、敷料の
厚さや交換頻度を見直してみましょう。

　ウ�　保温ジャケットやネックウォーマーを用いたり、休息場所でカーボ
ンヒーターなどの加温器を利用するのも牛体の保温に効果的です。
保温ジャケットやネックウォーマーは定期的に洗い、衛生的に保ちます。

⑵　換気
　�　寒冷対策のため牛舎を閉めきり、換気が不十分になると、湿気や
アンモニア、二酸化炭素が牛舎内に溜まり、風邪や肺炎などの呼吸
器病にかかりやすくなります。朝方や暖かい時間帯をねらって一定時
間換気を行います。また、換気扇を低速で回転させることも有効です。
⑶　代用乳とスターター、水
　�　寒冷時は、子牛が必要とするエネルギーが増加するため、エネルギー
を補給しなければなりません。適温域内の15℃で得られる日増体量
と比べて、10℃では１割弱、0～5℃では１割強～2割程度、日増
体量が減少します（図）。飼養環境の温度と防寒対策の程度にもより
ますが、下痢や肺炎の発生はないのに冬季の発育が良くない場合は、
代用乳の給与量を１割～１割強増やします。
　�　人工乳（スターター）をしっかり採食させることがエネルギー補給
と発育確保のために大切です。水とスターターは離して置くか仕切
りを付けることで、水とスターターが汚れにくくなり、両方の摂取
量が増加します。
　�　なお、水の代わりにぬるま湯を給与できれば、飲水量がより増えます。

２　草地の土壌分析の準備、晩秋の堆肥散布
　化学肥料の価格が高騰しています。基本的なことですが、土壌中の肥料成分量を考慮した過不足のない
施肥や堆肥の有効利用により、牧草地の肥料代の上昇を緩和しましょう。
⑴�　堆肥や尿の施用前に土壌を採取し、土壌分析を依頼します。分析結果を得たら、酸度（ｐＨ）矯正の要
否、リン酸・カリ・苦土の過不足を確認し、堆肥の散布量を考慮して土壌改良資材を準備します。
⑵�　積雪前までに牛糞堆肥や尿を散布します。ただし、傾斜地や大量散布による圃場外への流出、住宅地
周辺での臭気には留意して散布します。堆肥や尿の化学肥料代替の成分量は、堆肥や尿の成分値（現物%）
を施用量（kg）に乗じ、さらに肥料効率（堆肥成分のうちどのくらい化学肥料としてカウントできるか、
畜種で異なる）を乗じて推定できます。例えば、牛糞堆肥の窒素成分が0.6%、散布量が2ｔ/10aの場
合、牛糞堆肥の窒素の肥料効率は20%なので、堆肥から得られる窒素は2.4kgと計算され、この分を
早春施肥の窒素必要量から減らすことができます。リン酸、カリについても堆肥の各成分値と肥料効率、
土壌中の可給態リン酸含量とカリ含量（mg/100g）を確認・計算して必要量を減らすことができます。

シートやコンパネですきま風を防ぎ、
敷料を厚めに敷きましょう

保温ジャケットやネックウォーマー
も寒冷対策として有効です

図　環境温度による日増体率の比（％）
※3週齢、代用乳（CP20％、粗脂肪20％、6倍希釈）
　6ℓ/日、スターター50ｇ摂取で、温度のみ変えて計算
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子 牛 価 格 の 推 移

県 内 黒 毛 和 種 子 牛 市 場 成 績
（全農岩手県本部）

県内家畜市場における指定肉用子牛取引実績
公益社団法人岩手県農畜産物価格安定基金協会

区　　　分 令和４年９月 令和４年10月
頭 数 平均価格 頭 数 平均価格

黒毛和種 917頭 584,457円 910頭 582,801円
褐毛和種 − − 2頭 499,950円

日本短角種 − − 394頭 249,189円
ホルスタイン種 − − − −

交雑種
（母がホルスタイン種） 5頭 209,660円 4頭 155,925円

※ 　指定肉用子牛とは、肉用子牛生産者補給金制度における、平均売買価格
算定の対象となる牛（区分ごとに体重の範囲が定められている。）

※　平均価格は消費税込み

市場
区分

性別 令和４年９月 令和４年10月

頭数 平均
価格

平均
体重 頭数 平均

価格
平均
体重

県南初日
胆江・気仙

雌 79 594,223 283 112 612,504 296
雄

去勢 137 684,553 323 121 689,409 326
計 216 651,516 308 233 652,442 312

県南２日目
磐井

雌 96 626,118 290 94 630,288 292
雄

去勢 142 675,423 319 147 678,797 327
計 238 655,535 308 241 659,877 313

中央初日
滝沢・雫石

八幡平・玉山
岩手・葛巻

雌 146 548,373 271 160 537,158 273
雄

去勢 206 627,133 296 206 625,628 302
計 352 594,466 285 366 586,952 289

中央２日目
紫波・盛岡
花巻・北上

遠野

雌 91 542,735 284 108 549,440 290
雄

去勢 163 602,692 321 152 663,372 326
計 254 581,211 307 260 616,047 311

中央３日目
宮古・北部

奥中山・久慈

雌 135 505,161 273 137 530,489 278
雄

去勢 201 583,400 302 197 619,272 306
計 336 551,964 290 334 582,855 295

合　計

雌 547 557,036 278 611 565,973 284
雄

去勢 849 629,429 310 823 649,952 315
計 1,396 601,063 298 1,434 614,170 302

※　価格は円（税込み）、体重は㎏

■仕　様
高級発泡シート（ポケット付き）、日記等
２色刷、住所録・各種畜産関係統計資料等
付録　
丈夫さUP！
■サイズ　　145㎜×85㎜
■価　格　　920円（消費税込・送料別）
■主な掲載内容
○日記欄
○住所録（�中央官庁・地方庁・畜産関係団

体・会社・道府県畜産協会等）
○各種畜産関係統計資料等
・飼養戸数・頭羽数
・生産・需給関係データ
・主要国の畜産生産状況
・家畜繁殖関係　・飼養管理関係
・家畜改良増殖目標
・飼料関係（畜種別養分要求量、主要飼
料養分早見表、種類別容積重量等）
・営農関係（生産費、労働時間、固定資
産評価基準、家畜ふん尿関係データ、
施用基準等）
・畜産物の価格（安定価格・販売価格の
推移、取引規格等、家計消費統計も充
実）
・衛生関係データ
・畜産関係融資制度　など

　いつも畜産手帳をご愛用いただきありがとうござ
います。
　今年も注文をお受けいたしますので、ぜひよろし
くお願いいたします。

2023年用　畜　産　手　帳
CHIKUSAN�DIARY�2023

※�数に限りがございま
すので、ご注文はお
早めににどうぞ！

お問合せ・申し込み先

（表紙は2022年のものです）

（一社）岩手県畜産協会
　　　　総務部

市場名 開催日 性別 売買
頭数

平均価格
（円）

平均体重
（㎏）

㎏単価
（円）

前年比（％）
売買
頭数

平均
価格

中央 10月26日

雌 166 241,351 237 1,019 104 78

雄 1 255,200 232 1,100

去 193 255,462 255 1,002 97 77

計 360 248,954 246 1,010 100 77

中央 10月27日

雌 106 247,822 229 1,082 88 80

雄

去 117 260,719 251 1,039 83 79

計 223 254,588 241 1,058 85 80

秋期市場
合　計

雌 272 243,872 234 1,043 97 79

雄 1 255,200 232 1,100

去 310 257,446 253 1,016 91 78

計 583 251,109 244 1,028 94 78

令和４年度短角牛（秋期）市場成績速報

全農岩手県本部（税込）


